
１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域計画の区域の状況

ｈａ

ｈａ

ｈａ

ｈａ

④　区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 ｈａ

⑤　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 ｈａ

（参考）区域内における○才以上の農業者の農地面積の合計 ｈａ

　うち後継者不在の農業者の農地面積の合計 ｈａ

（２）　地域農業の現状及び課題

（３）　地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）

２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

％

参考様式第５－２号

地域計画

策定年月日 令和7年3月27日

（　　　　　）

目標年度 令和16年度

大田市

（　322059　）

池田地域

（　池ノ原、上小原、小原下、高利、大江、町東、町　）

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域） 57.3

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積 57.3

②　田の面積 53.4

③　畑の面積（果樹、茶等を含む） 3.9

0

0

（備考）

・池田町集落は、県営事業による農地整備がほぼ終盤を迎えており、終了した圃場から、随時、耕作が再開されてい
る。中山間地域に存在することから、従来より鳥獣被害に悩まされていたが、整備後は圃場の周囲に金網を巡らすこ
とにより、イノシシ被害の防止につなげている。耕作を担う集落営農法人「和志楽農イケダ」については若手の作業従
事者が加入したが、将来に向けた営農活動をより確かなものにするためには、オペレーター等の確保による営農の効
率化を進めるとともに、白ネギ等の生産及び販路の確保が必要となっている。
・池田上集落は、圃場整備を終えて15年以上が経過しており、各所で設備の老朽化が目立っている。耕作を担う農業
生産法人「ファーム浮布株式会社」は、若手の雇用者を確保することができたが、営農の継続をより確かなものにする
ためには、さらに若手の雇用の確保を図る必要がある。
・両集落とも、有機水稲生産の品質と収量の安定化を図るため、ＩＣＴを活用した生産体制を進めるほか、自動給水な
どによる省力化が図られている。合わせて、ドローンなどの活用に向けた検討が進められている。また、集落は隣接し
ている利点を活かし二つの団体による連携した取り組みを進める必要がある。

・池田上集落では、整形された大規模区画の利点を生かし、大型耕作機械での無農薬栽培による主食用水稲を中心
に生産拡大を進める。また、米を活用した、コメ粉、味醂等の加工品の生産による、ブランド化を図る。
・池田町集落では、圃場整備により、環境にやさしい有機米の生産拡大を進めるほか、ＧⅠ登録された三瓶ソバの産
地化を進めるとともに、冬場の収益確保を図るため、白ネギによる複合経営の確立に努めることとしている。
・地域全体では、営農法人、個別生産者と連携して、ＧⅠ登録された三瓶そばの産地化を進める。

（１）農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針

・農地中間管理機構への貸付を進めつつ、農業生産法人「和志楽農イケダ」と「ファーム浮布株式会社」への農地の
集積・集約化を基本とする。ソバ、白ネギ等の栽培を含め、効率的な作業体系の確立を図る。

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標

現状の集積率 78 ％ 将来の目標とする集積率 78

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

・担い手が利用する農地面積の団地数は１９団地。担い手の育成を図るとともに、団地の統合と集約化を進める。

更新年月日

市町村名
(市町村コード)

地域名
（地域内農業集落名）



以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組内容を記載してください）

４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者）
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５　農業支援サービス事業者一覧（任意記載事項）

６　目標地図（別添のとおり）

７　基盤法第22条の３（地域計画に係る提案の特例）を活用する場合には、以下を記載してください。

３  農業者及び区域内の関係者が２の目標を達成するためとるべき必要な措置

（１）農用地の集積、集団化の取組

・圃場整備農地を範囲として、農業生産法人「和志楽農イケダ」と「ファーム浮布株式会社」に集積・集約化を進めてい
く。合わせて、圃場整備エリア内の個人で耕作している圃場に関し、将来、リタイアとなった場合はこれらの担い手に
集積・集約を進める。また、地域内の意欲ある若手個別経営体の農地集積も検討する。

（２）農地中間管理機構の活用方法

・圃場整備農地は、個人の農地を除き農地中間管理機構に貸し付けを進める。今後も機構を有効活用して積極的に
農地を集積することとする。

（３）基盤整備事業への取組

・池田上集落は、圃場整備を終えてから長い年月が経過している。用排水等の農業施設について耐用年数を超えて
いることから更新が必要な時期を迎えているほか、暗渠排水等の機能が低下していることから、農地の排水対策が必
要となっている。

（４）多様な経営体の確保・育成の取組

・後継者不足の解決を図るため、多面的事業による草刈りや農村ＲＭＯの取り組み等の機会を活用し、地域の若手や
退職予定の住民などに対し営農活動への参加をアピールするとともに、行政機関や農林大学校と連携した、後継者
確保の取組みを進める

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の取組

・耕作者や圃場の状況等を確認しつつ、必要に応じて労力軽減につながる作業や必要な機械を持たない作業を中心
に活用の検討を進め、営農活動の維持に努める。

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④畑地化・輸出等 ⑤果樹等

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨耕畜連携等 ⑩その他

【選択した上記の取組内容】

①主要な圃場にイノシシ柵は設置済みであるが、サルやシカの進出に備えた対応の検討を進める。また、不要果樹
等の誘因作物の撤去を進める。
②当集落を含む三瓶エリアでは、有機水稲の生産拡大及びブランド化に向けた取り組みを進める。
③ＩＣＴを活用した農業体系による省力化や環境調査によるデジタル暦の導入による安定生産を進める。
⑦地域環境の保全について、中山間地域等直接支払や多面的機能支払を活用して維持管理を図る。
⑧有機水稲の産地拡大に向けた、共同機械や施設の導入を進める。

10年後

（目標年度：令和 年度）

計 18経営体 55.62 0 55.62 0

農用地所有者等数（人） うち計画同意者数（人・％）

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状

経営作目等 経営面積
作業受託

面積
経営作目等 経営面積

作業受託
面積

目標地図
上の表示

備考

番号
事業体名

（氏名・名称）
作業内容 対象品目

別紙のとおり



４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者）
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10年後

（目標年度：令和 年度）

認農 1 水稲・ソバ 白ネギ 13.32 ― 水稲・ソバ 白ネギ 13.37 ―
認農 2 水稲・ソバ 31.52 ― 水稲・ソバ 31.52 ―

利用者 3 野菜 0.05 ― ― 0 ―
利用者 4 水稲 1.77 ― 水稲 1.77 ―
利用者 5 水稲 0.79 ― 水稲 0.79 ―
利用者 6 水稲 1.13 ― 水稲 1.13 ―
利用者 7 水稲・そば 1.59 ― 水稲・そば 1.59 ―
利用者 8 水稲・野菜・菊 0.59 ― 水稲・野菜・菊 0.59 ―
利用者 9 水稲・そば・野菜 0.74 ― 水稲・そば・野菜 0.74 ―
利用者 10 水稲・野菜 0.66 ― 水稲・野菜 0.66 ―
利用者 11 水稲 0.64 ― 水稲 0.64 ―
利用者 12 水稲 1.21 ― 水稲 1.21 ―
利用者 13 水稲 0.67 ― 水稲 0.67 ―
利用者 14 水稲 0.33 ― 水稲 0.33 ―
利用者 15 水稲 0.34 ― 水稲 0.34 ―
利用者 16 野菜 0.03 ― 野菜 0.03 ―
利用者 17 自己保全管理 0.19 ― 水稲 0.19 ―
利用者 18 その他野菜 0.05 ― その他野菜 0.05 ―

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状

経営作目等 経営面積
作業受託

面積
経営作目等 経営面積

作業受託
面積

目標地図上
の表示

備考


